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（事業趣旨） 

第１条  公益社団法人岩手県トラック協会（以下「岩ト協」という。）は、事故や急加速・急減

速などの一定の衝撃が生じた際に、その前後の映像や走行データを記録するシステム（以

下「ドライブレコーダー」という。）の普及を図るため、ドライブレコーダー機器（以下

「機器」という。）を導入する貨物自動車運送事業者（以下「事業者」という。）に対して

助成金を交付する。 

 

（助成対象） 

第２条  岩ト協会員事業者（以下「会員」という。）で入会から 6ヶ月以上経過し、且つ会費の

未納等のない事業者であること。又は会員以外で岩手県内の全ての営業所が公益社団法

人全日本トラック協会（以下「全ト協」という。）の行う安全性評価事業において「安全

性優良事業所」と認定され、且つ岩手県内の全ての営業所が岩手県貨物自動車運送適正化

事業実施機関の実施する巡回指導において直近の総合評価「Ａ」の事業者（以下「認定事

業者」という。）であること。 

 

（対象機器） 

第３条  別に定める「貨物自動車用ドライブレコーダー選定ガイドライン」で分類されたものの

内、「運行管理連携型ドライブレコーダー」とする。助成対象機器としての適否の判断基

準は、全ト協が定める別紙「運行管理連携型ドライブレコーダー一覧」を基準とする。  

 

（助成額） 

第４条 １台あたり機器本体購入価格の３分の２（千円未満切捨て）とし、上限額を１０，００

０円とする。但し、１事業者においてドライブレコーダー機器及びＥＭＳ用機器を合わせ

て２０台を限度とし、車両台数が２０台に満たない場合には、年度当初の会員名簿記載の

車両台数を上限とする。 

 ２、国等からの補助金が交付された機器については助成しない。 

 ３、取付費用、管理費用及び消費税については対象外とする。 

 ４、中古品、レンタルの場合は対象外とする。 

 



  ５、安全装置（バックカメラ等）と一体型になっている機器については「安全装置等導入促

進助成」に該当するものとする。 

 

（申請期間） 

第５条 対象機器を買い取り（一括、割賦）、またはリースで新たに装着した当該年度の４月１日

から翌年２月２０日（締切日が土日祝日の場合は、直前の平日）までとする。また、申請

期間内に装着したことが確認できる書類（領収書等、リースの場合はリース開始日または

物件借受日が記載されているリース契約書、割賦購入の場合は引渡日等が記載されている

割賦販売契約書）を提出することとする。また、機器は申請期間内に装着し、且つ代金の

支払いが完了するものとする。 

但し、期間内であっても予算に達した場合は、その時点で申請受付を終了するものとす

る。 

 

（申請方法） 

第６条 事業者は、様式１「助成金交付申請書（兼請求書）」、様式２「機器別請求内訳書（兼装

着証明書）」、様式３「誓約書」、当該機器を装着した車両の自動車検査証記録事項の写し、

対象機器のメーカー名・型式・購入単価が記載された請求書（リースの場合は見積書でも

可）の写し、支払いを証する書類として領収書の写し（領収書が入手できない場合には、

銀行振込明細書（※１）、又はインターネットバンキング決済完了画面（※２）等の写し、リー

スの場合はリース開始日または物件借受日が記載されているリース契約書の写し、割賦購

入の場合は引渡日等が記載されている割賦販売契約書の写し）を添付し、岩ト協に申請す

る。 

    なお、上記申請書類で要件の確認が出来ない場合は、別途確認できる書類を求める場合

がある。 

 

  ※１ 銀行振込明細書の写しは、金融機関等の出納印が押印されている振込受付書、又は利

用明細書を添付することとし、支払い事業者名（助成金申請事業者名）、請求者名（振込

先名）、支払い日付、金額などの必要事項が記載されているものとする。 

  ※２ インターネットバンキング決済完了画面の写しは、振込データの受付明細、並びに入

出金明細等の引落が確認できる書類の両方を添付することとし、支払い事業者名（助成

金申請者名）、請求者名（振込先名）、支払い日付、金額などの必要事項が記載されてい

るものとする。 

 

 



（助成金の交付） 

第７条 岩ト協は、事業者から前条の交付申請書の提出があったときには、速やかにその報告を

審査のうえ、申請月の翌月以降に事業者に助成金を交付する。但し、年度末は適宜助成金

を交付する。 

 

（助成金の返還） 

第８条 岩ト協は、事業者がこの要綱その他岩ト協が定める事項に違反したとき、又は虚偽その

他不正な手段により助成金の交付を受けたときは、既に交付した助成金の全部若しくは一

部の返還を命じることができる。 

 

２、前項の規定により返還を命じられた事業者については、岩ト協が行う助成事業のすべて

に係わる申請は、原則として、当分の間、これを受付又は交付決定を行わないものとする。 

 

（財産の処分制限） 

第９条 事業者は、交付対象となった機器の装着日から起算して３年を経過するまでの期間は、 

譲渡、交換、廃棄、他用途への転用、貸付又は担保（以下「処分」という。）に供してはな 

らない。但し、あらかじめ岩ト協の承認を得た場合はこの限りではない。 

 

（事故映像等の提供） 

第１０条 助成金の交付を受ける事業者は、岩ト協の求めがあった場合、原則として、導入した

機器で得られたヒヤリハット映像および事故映像の提供に可能な限り協力するものと

する。 

 

（附則）  

１．本要綱は平成１８年度より適用する。 

２．平成２９年３月１７日一部改正 

３．令和２年４月１日一部改正 

４．令和３年４月１日一部改正 

５．令和４年４月１日一部改正 

６．令和５年４月１日一部改正 

７．令和６年４月１日一部改正 

８．令和７年４月１日一部改正 

 

 

 



別 紙 

 

ドライブレコーダー車載器の基準（第３条関係） 

      

貨物自動車用ドライブレコーダ選定ガイドライン 

 

 

○必須 △いずれか 

 


